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    CLINICAL EFFECTS OF OXYBUTYNIN 
      HYDROCHLORIDE  (POLLAKIS9 
—ESPECIALLY FOR THE TREATMENT OF POLLAKISURIA , 
     URGENCY AND URINARY INCONTINENCE—
             Kaoru Yamauchi 
   From the Department of Urology, Kobayashi Hospital 
Kcnji Ohashi 
From the Department of Urology, Hakodate Kyoaikai Hospital 
              Hiroaki Osanai 
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              Naoto Inagaki 
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            Satoshi Yamaguchi 
 From the Department of Urology, Furano Kyokai Hospital 
Hiroshi Hashimoto and Sunao Yachiku 
From the Department o/ Urology, Asahikawa Medical Collage
   The effects and the safety of oxybutynin hydrochloride were investigated in 52 patients, 17 
male and 35 female, with the chief complaints of pollakisuria, urgency and urinary incontinence. 
Clinical responses to the drug were assessed mainly by the subjective symptoms of the patients. 
The diagnoses of these patients were neurogenic bladder in 17, unstable bladder in 16 and others 
in 19 patients. The average administration period was 66.8 days. The rate of global improve-
ment (excellent and good) was 55% in the 2 mg dose given 3 times daily group, 68.2% in the 3. 
mg dose given 3 times daily group. Side effects, such as dry mouth, were observed in 2 of the
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52 patients (3.8%), but no serious side effects were observed. The rate of global utility (remark-
able and moderate) was 67.3%. These data indicate that oxybutynin hydrochloride seems to 
be useful and safe for the treatment of pollakisuria, urgency and urinary incontinence. 
                                             (Acta Urol. Jpn. 36: 1485-1490, 1990) 
Key words: Oxybutynin hydrochloride, Clinical effect, Pollakisuria, Urgency, Urinary inconti-





























































Fig・L化 学 構 造 式
山 内,ほ か=塩 酸 オキ シ ブ チ ニ ン ・臨床 効 果
Tablel.自覚症 状 の 程度
1487

































1.軽 度(す ぐもよおす が,が まん できる)尿意切迫 感
2.中 等度(す ぐもよおす が,少 しが まんで きる)
3.高 度(す ぐもよお して,が まん できない)
0.な し(もらさない)
1,軽 度(ま れに も らす)尿 失 禁
2.中 等度(と きどきも らす)





































































































脳 性 疾 患13
原 疾 患 脊 髄 疾 患2

































主 訴 尿 意 切 迫 感11
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2.患 者 背 景
解 析 対 象症 例52例の患者 背 景 をTable2に 示 した.
性 別 は,男 性17名,女 性35名で あ り,年 齢 は20～85
歳(平 均66.8歳)であ った.
診 断名 で は神 経 因性 膀 胱17例,不 安 定膀 胱16例,そ
他19例であ り,そ の 原疾 患 の 内訳 は脳 性疾 患13例,脊
髄 疾患2例,前 立 腺疾 患6例,そ の 他32例で あ った.
投 与 期 間 は7～292日(平 均66.8日)であ った,
投 与開 始 時 の用 法 ・用 量 別 の症例 数 は,2mg×3回
22例,3mg×3回24例,そ の 他6例 で あ り評価 時 ま
で の 間に 途 中 で用 法 ・用 量 に変 更 の あ った症 例 は6例
で,増 量3例,減 量3例 で あ った.こ れ らは主 治 医が
薬 効 不足 や 副作 用 な どに 対処 す るた め,あ るい は症 状
が 改 善 した ことに よ り用 法 ・用 量 を変 更 した もの で あ
る.
患 者 の訴 え る症 状 の重 症度 は主 治 医の主 観 で分類 さ
れ た が,軽 度17例(32.7%),中等 度28例(53.8%),
高 度7例(13.5%)で あ った.
3.総 合 効果
(1)全般 改 善度
重症 度 別 の 全般 改 善度 をTable3に 示す.
軽度(17例)で"改 善"以 上70.6%,ttやや 改善"以
上100%,中等 度(28例)で は それ ぞれ60.7%,82.1
%,高 度(7例)で はそ れ ぞれ57.1%,85.7%であ っ
た.
投 与 量 別の 全般 改善度 をTable4に 示 す.
2mg×3回 維 持群 でtt改善"以 上55・O%,曜璽やや 改
善"以 上85.0%,3mg×3回維持 群 でそれ ぞれ68.2%,
95.5%であ った.そ の他 の 用 法 ・用 量 で み る と2mg
ま たは3mg×2回 維 持例4例 中1例 が"不 変"であ っ
た 以外,3例 と もにtC改善"以 上 の評 価 を 得 て い る.
用 法 ・用 量 の変 更 例(6例)に お いて は,副 作 用 発
現 のた め に減 量 した1例 力い 不 変"で あ った 以外,Ctや
や 改善"以 上 の評 価 で あ った.
(2)自覚症 状 改善 度
頻 尿,尿 意 切迫 感 お よび尿 失 禁 それ ぞ れ の症 状 別 改
善度 をTable5に 示 す.
各 自覚症 状 の 町賭改善"以 上 お よび 曜や や 改善"以 上
の 改善 率 はそれ ぞれ頻 尿58.3%,81.3%,尿意 切 迫
感48.8%,67.4%,尿失 禁62.5%,78.1%であ った.
(3)概括 安 全 度
最終 評 価 で は52例中51例(98.1%)にお い て,"安
性 に問 題 な し"と 評価 され,残 る1例 で はtt安全性 に
や や問 題 あ り"と され た.
(4)有用 度
全般 改 善度 お よび概 括 安 全 度 を総 合 的 に評 価 した有
用度 をTable6に 示 す.
最 終 評 価 ではtt有用"以 上67.3%,堅や や有 用"以
上88.5%であ った.
4.副 作 用
副作 用 は 全症 例52例中2例 に 認め られ,そ の発 現 率
は3.8%であ った.種 類 と して は 口渇 が2例 で あ った.
1例 目では2mgx2回 投 与 開 始 で74日目に 出 現 した'
が軽 度 で ある た め投 薬 が継 続 され て い る.2例 目では
3mg×3回 で投 与 開 始後 翌 日か ら激 しい 口渇 が 出現
山 内,ほ か:塩 酸 オ キ シ ブチ ニ ン ・臨 床 効果
Table5・自覚 症 状 改善 度







極めて 有用 やや どちらとも 有用で 合計 有用以上 やや有用
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